
平成 27年（2015 年）4月 1日現在　※（　）内は対前月比
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安曇野市

「行ってきま～す！」　－新学年スタートー
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依存財源自主財源

予算案にYES!!

予算案にNO!!

市民福祉の向上を目指して！！ 予算額　417 億 4,000 万円
前年度当初予算額 439 億 6,000 万円
対前年度　△ 22 億 2,000 万円（△ 5.1%）本会議で賛否を討論しました。

依

存財
源 5
7％ 自主財源

43％

みなさんからの税金
111億9,300万円（26％）

貯金等の繰入金
39億2,900万円（10％）

国の税金から配分
されたお金
108億円（26％）

国と県からの補助金
58億7,300万円（14％）

借りるお金
53億8,500万円（13％）

その他
（使用料分担金など）
27億2,700万円（7％）

【総務費】
行政計画の推進のために
58 億 2,800 万円（14％）

【民生費】
福祉の充実と生活の
安定化のために
121 億 3,600 万円（29％）

【衛生費】
健康生活と生活環境の
快適化のために
25 億 1,900 万円（6％）

【農林水産業費・商工費】
地域産業の振興のために
50億200万円（12％）

【土木費】
道路・下水道等
整備のために
52 億 7,300 万円（12％）

【教育費】
教育環境の充実と生涯学習の
ために
44 億 8,300 万円（11％）

【公債費】
公共施設等の充実のために借りた
お金の返済
45億4,900万円（11％）

【議会費・消防費など】
その他
19 億 5,000 万円（5％）

その他
（地方譲与税など）
18億3,300万円（4％）

平成 27年度一般会計歳入構成

平成 27年度一般会計歳出構成

歳入予算の前年度比較 歳出予算の前年度比較

平成27年度
入るお金

417億4千万円

平成27年度
使い道

417億4千万円

		予算の総額

原案に反対

原案に賛成

原案可決
平成 27年度
一般会計予算

財政負担が確実に後年度負担となっ
ていて、民生費のオーバーやインフ
ラ整備が山積し市民負担になってい
る。建設などを減らし、市民の暮ら
しの方に充当していく予算が必要な
ので反対する。

財源不足を解消するために財政調整基金を繰り入れ、地方
債に頼る予算になっている。今後、公共施設再配置計画で
いくつもある施設の統合や老朽化が進む施設の縮小などが
見込まれる中で、旧合併特例債に頼った事業を進めていく
予算には反対する。

自治体財政は、歳出があって歳入
を考えるので、歳出が本当に市
民のために必要なものなのか考
えると、支所等の整備事業はもっ
と見直して事業費をかけずにで
きるので、支所の整備の再考を促
し反対する。

修正案については、これからの
課題とする。予算の中で、支所
の整備にお金がかかり過ぎで、
市民パレードの 1,000 万円も縮
小できないか市民からの声が届
いている。国の悪政が市民の暮
らしを直撃している予算に反対
する。

市は計画的な財政を推進
している。将来に向けて
の課題の取り組みに沿っ
た財政運営をする予算編
成になっているので賛成
する。

多方面に気配りした予算になっ
ている。歳入は、景気の回復の
動きの中、市税を微妙に抑え、
市債の発行を抑制している。歳
出は、少子高齢化に対応して子
育て支援策に重点を置き、保育
料の軽減および無料化など出産
から育児に切れ目のない支援策
を感じ、市民福祉の向上、市の
発展に貢献する予算となってい
るので賛成する。

新本庁舎が完成し、分庁方式解
消による事務経費の徹底した
削減を敢

かんこう

行し、最小の経費で最
大の効果を上げる市民本位の
予算に期待。地方議員共済負担
などについて難があるが賛成
する。

市の基本計画によって積算した予算である。建設事業も
必要なものを建設するものであり、財政運営の中で平準
化して起債を使うことは必要な手段であり賛成する。

否決したら生活保護費用などが支給さ
れないことになるので修正案など代替
案を示すべき。予算は全て概算のもの。
議員は随時チェックする立場であり、
予算を見守っていくことが重要なので
賛成する。

多様な子ども支援・子育て支援の予算に
なっているので、子育て世代としては
進めて欲しい。市制 10周年市民パレー
ドは市民の思いがついてくるのかとの
思いもあるが、新年度予算を存分に執
行することで賛成する。
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平成 27 年度の重点  事業をピックアップ！！

福祉のために
123,300 円

道路や公園・駅周辺整備
などに

53,600 円

教育のために
45,500 円

公債費（借入金返済）に
46,200 円

保健や環境衛生などに
25,600 円

消防・防災対策などに
15,500 円

農業・商工業・観光振興・
労働などに

51,600 円

基金（預金）積み立てに
300 円

議会運営のために
3,000 円

その他のサービスに
59,400 円

人口 98,425 人で計算（平成 27 年 4 月 1 日現在）　※ 10 円未満は四捨五入

健康長寿のまちづくり

活力あふれるまちづくり

豊かな人を育むまちづくり

環境を守り、安全・安心なまちづくり協働によるまちづくりと
行政サービスの向上

市民一人あたり

約42万4,000円
一般会計予算の

使い道

　  期高齢者医療人間ドック助成事業
 1,146 万 5,000 円

75 歳以上の後期高齢者の皆さんに対して、人間
ドックを受診した費用を助成します。

　  年者健康診断事業
	 349 万 8,000 円

特定健診に義務付けのない 20 歳～ 39 歳までの
若年者の皆さんを対象に健診を実施します。

　  婦歯科健康診断事業	105 万円
妊婦の皆さんの歯周疾患による低体重出産を予

防するため、歯科健診の受診を勧奨します。

　  活困
こんきゅう

窮者自立支援事業
	 841 万 5,000 円

後

若

妊

生

　  併 10 周年記念事業 8,515 万円
主な事業　● 10 周年記念祝賀式典　● 10 周年記念パレード
　　　　　● 2 分の１成人式　●オリジナルナンバープレート作成

　  一回信州安曇野ハーフマラソン開催 1,850 万円
　  郷スカイライン展望台等整備事業
 2,359 万 5,000 円

展望台の修繕、遊歩道の整備、トイレ改修をします。

　  気指数規制導入事業 216 万円
人間の臭覚を用いて、臭いの程度を評価する臭気指数規制を導入した臭気指数調査を実施します。

　  国名水サミット開催	 250 万円
全国名水 100 選に選ばれた市町村が対象になり、水の大切さ等について協議されます。

　  化推進用苗木配布事業	 961 万 8,000 円
緑のまちづくり事業として、住宅新築、お誕生、小学校入学、結婚などに記念樹として、苗木を配布します。

　  科公民館の耐震補強・大規模改修工事ほか	 7 億 6,794 万 2,000 円
　  くい虫被害対策	 2 億 7,146 万 2,000 円
　  雪対策	 1 億 9,103 万円

　  庁舎総合管理業務 7,969 万円
守衛、電話交換、トイレ清掃、設備の点検など。

　  科支所跡地等整備事業
	 1,253 万 1,000 円

支所解体に伴う境界測量、実施設計、駐車場設計を行います。

　  高支所解体、改築事業
	 2 億 9,140 万 2,000 円

総事業費 6 億 5,544 万 6,000 円の内、本年度分です。

　  郷公民館、保健センター整備事業
	 5 億 7,559 万 3,000 円

耐震補強および公民館部分の増改築を行い支所として活用します。

　  金支所改修事業
	 5 億 4,403 万 6,000 円

支所に図書館、公民館機能を整備します。

安曇野を走る

　  育料の無料化・軽減事業
 保育料の負担が 7,537 万 4,000 円減ります

上の子どもが 18 歳未満で、第３子が３歳～ 5 歳児の保育料を無料にします。また、第
３子以降の未満児に対しても、月額 6,000 円を上限に保育料を軽減します。

　  ３子無料化市外幼稚園等通園補助事業 709 万 2,000 円
認可外保育所や市外の幼稚園等に通園する子どもに減免の代わりに補助金を交付します。

　  児・病後児保育事業 1,065 万 4,000 円
病気の回復期にある児童で、集団保育や家庭での保育が困難な場合に、医療機関等の施

設で一時的に保育を行います。

保

第

病
合

第
三

臭
本

緑

穂 豊

三

松

堀

除

全
豊

会　　計　　名 予算額
安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計 530
安曇野市国民健康保険特別会計 12,519,497
安曇野市後期高齢者医療特別会計 978,058
安曇野市介護保険特別会計 8,788,183
安曇野市下水道事業特別会計 4,375,386
安曇野市農業集落排水事業特別会計 196,947
安曇野市上川手山林財産区特別会計 3,843
安曇野市北の沢山林財産区特別会計 1,192
安曇野市有明山林財産区特別会計 1,342
安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計 1,508
安曇野市穂高山林財産区特別会計 1,379
安曇野市産業団地造成事業特別会計 84,991
安曇野市観光宿泊施設特別会計 39,099
安曇野市水道事業会計 2,342,617
合計 29,334,572

平成 27年度特別会計予算および企業会計予算（単位：千円）
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・いわゆる児童クラブ、現行では児童 11 名から 14
名に支援員１名があたっている。条例案は児童 40

名に支援員 2名、専門の支援員は１名で、あと１名の補助員は無資格でも
よいということで現行より後退することになる。

平成 26 年度一般会計補正予算（第 5 号）

地方創生待ったなし！
　国の経済対策による「地域住民生活等緊急支援のための交付金」に関する補正予算に基づく大型の補
正予算 2億 4,303 万 4,000 円が組まれました。

●プレミアム商品券  １億 3,300 万円
市内の登録店における買い物振興で地域内での経済循環を目指
す。夏頃からの実施予定。

●家庭内保育助成金 4,680 万円
子育ての応援として、保育園等に通わずに家庭内にいる第 2子以
降の就学前児童に月額 3,000 円を支給。

●まち・ひと・しごと創生総合戦略づくり  1,559 万円
国の地方創生政策を受けて、「安曇野市まち・ひと・しごと創生総合戦略」をつくる。有識者会議や市民
アンケートなどを実施。

　その他にも外国人誘致のインバウンド事業、「朝の街安曇野」ブランドづくり事業など全 15 の新規事業
が新年度（平成 27 年度）に繰り越して実施されます。

陳情
審議

陳情第 1 号　老人保健センターの存続を求める陳情書
（福祉教育委員会では賛成多数で採択すべきものと決定）

議案第16号　安曇野市放課後児童健全育成事業の設備及
び運営に関する基準を定める条例

議案第17号　安曇野市介護保険条例の一部を改正する条例

議案第19号　安曇野市観光宿泊施設条例の一部を改正する条例

不採択

可決

可決

可決

・市が施設の再配置計画を立てる中で、しゃくなげ荘の移転開業後 5年をめどに存続
というのは、修理費用などで対応しきれない。

・現施設は毎年約 2,500 万円の維持管理費がかかり、売上代金で補てんしても約 1,300 万円の赤字が続き、市
の財政を圧迫する。

・保険料を払っても、介護サービスが受けられない「保
険あって介護なし」の状況が生じないか懸

けねん

念される。

・大天荘は、現在指定管理で行っていて、
技術をもった方に委託している。今すぐ民

間に譲渡する緊急性はない。市民の財産であり、公共施設という
ことで大事に守り、発展させていくべきだ。

・福祉部から教育部に補助執行され、担当が移る。
就学後の児童について一貫した指導体制がとれる。

支援員についても 2名という限定でなく 2名以上があたれる。

・介護職員の給料が月額 1万 2,000 円の引き上げとな
る。平成 27 年度からの保険料改正は、今後高齢化率

が上がり、利用者も増加していく状況にあるので安定・安心のサービスを
提供していくには必要。

・平成 22 年、「宿泊施設のあり方」にお
いて、民間への譲渡を検討すべきとされた。

老朽化しても廃止は困難。登山者の安全、安心の確保と民間のノ
ウハウを生かした維持管理、サービスの提供が行われることが望
ましい。

・しゃくなげの湯の建設計画はいまだ落札されず
見通しが立っていない。陳情に署名した地域住民

の切なる願いに応えたい。
・しゃくなげの湯の位置づけが観光なのか福祉なのかが曖

あいまい

昧。地域の高
齢者が利用できるような温泉になるのか 5年をめどに見極めが必要。

　陳情が不採択後、議員提出の決議第 1 号「老人保健センターの存続に関する要望書」が提案され、

全員賛成で可決されました。これは陳情の願意をくみ施設の継続を要望しながらも、多額

な修繕費がかかった場合には廃止を含めた適切な協議をするという内容でした。

３月定例会で決まりました
放課後児童クラブの設備や運営基準を制定

平成 27 年度から 29 年度までの介護保険料などを改正

大天荘売却へ

条例
制定

条例
改正

条例
改正

新本庁舎 4 階眺望デッキから眺める
北アルプス

反対の討論

反対の討論

反対の討論

賛成の討論

賛成の討論

賛成の討論

反対の討論

賛成の討論

見本

前回の安曇野市プレミアム商品券
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平成 27 年  3 月定例会

報告
番号 件　　　　　　　名 結果

1 号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報告について
（自動車事故に関すること） 受理

2 号

報告事項
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

9号 安曇野市高齢者集会施設条例の一部を改正する条例

可決

10号 安曇野市三郷屋内ゲートボール場条例の一部を改正する条例

11号 安曇野市明科総合福祉センター条例の一部を改正する条例

12号 安曇野市障害者活動支援センター条例の一部を改正する条例

13号 安曇野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用
者負担に関する条例

14号 安曇野市保育所条例の一部を改正する条例

15号 安曇野市立幼稚園条例の一部を改正する条例

16号 安曇野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例

17号 安曇野市介護保険条例の一部を改正する条例

18号 安曇野市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運
営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例

30号 平成26年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

31号 平成26年度安曇野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

32号 平成26年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第４号）

44号 平成27年度安曇野市国民健康保険特別会計予算

45号 平成27年度安曇野市後期高齢者医療特別会計予算

46号 平成27年度安曇野市介護保険特別会計予算

57号 アルプス保育園建設事業建築主体工事請負契約について

64号 安曇野市福祉事務所設置条例の一部を改正する条例

65号 穂高幼稚園耐震補強・大規模改造工事変更請負契約について

健康・福祉

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

19号 安曇野市観光宿泊施設条例の一部を改正する条例

可決

20号 安曇野市温泉健康交流施設条例の一部を改正する条例

33号 平成26年度安曇野市観光宿泊施設特別会計補正予算（第２号）

36号 平成26年度安曇野市上川手山林財産区特別会計補正予算
（第１号）

37号 平成26年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計補正予算
（第１号）

38号 平成26年度安曇野市有明山林財産区特別会計補正予算
（第１号）

39号 平成26年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計補正予算
（第１号）

40号 平成26年度安曇野市穂高山林財産区特別会計補正予算
（第１号）

47号 平成27年度安曇野市観光宿泊施設特別会計予算

50号 平成27年度安曇野市上川手山林財産区特別会計予算

51号 平成27年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計予算

52号 平成27年度安曇野市有明山林財産区特別会計予算

53号 平成27年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計予算

54号 平成27年度安曇野市穂高山林財産区特別会計予算

55号 平成27年度安曇野市産業団地造成事業特別会計予算

58号 公の施設の指定管理者の指定について（豊科農産物加工交流
センター）

59号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市長峰荘）

61号 安曇野市・松本市山林組合規約の変更について

67号 安曇野市上川手山林財産区管理会委員の選任について

同意68号 安曇野市北の沢山林財産区管理会委員の選任について

69号 安曇野市牧山林財産区管理会委員の選任について

72号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市しゃくなげ荘） 可決

産業・経済

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

21号 安曇野市営住宅条例の一部を改正する条例

可決

22号 安曇野市特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例

34号 平成26年度安曇野市下水道事業特別会計補正予算（第３号）

35号 平成26年度安曇野市農業集落排水事業特別会計補正予算
（第１号）

41号 平成26年度安曇野市水道事業会計補正予算（第２号）

48号 平成27年度安曇野市下水道事業特別会計予算

49号 平成27年度安曇野市農業集落排水事業特別会計予算

56号 平成27年度安曇野市水道事業会計予算

60号 市道の認定について

73号 道路工事の諸補償請求事件の一部和解について

建設・水道

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

23号 安曇野市公民館条例の一部を改正する条例

可決

24号 安曇野市学校施設使用条例の一部を改正する条例

25号 安曇野市郷土資料館条例及び安曇野市穂高陶芸会館条例の一
部を改正する条例

26号 貞享義民記念館条例の一部を改正する条例

66号 豊科公民館耐震補強・大規模改修工事建築主体工事変更請負
契約について

教育

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

1号 安曇野市行政手続条例の一部を改正する条例

可決

2号 安曇野市組織条例等の一部を改正する条例

3号 安曇野市職員定数条例の一部を改正する条例

4号 安曇野市支所設置条例の一部を改正する条例

5号 安曇野市公告式条例及び安曇野市人事行政の運営等の状況の
公表に関する条例の一部を改正する条例

6号 安曇野市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一
部を改正する条例

7号 安曇野市防災広場条例の一部を改正する条例

8号 安曇野市債権管理条例

27号 損害賠償規定の見直しに伴う関連条例を整備する条例

28号 平成 26 年度安曇野市一般会計補正予算（第５号）

29号 平成26年度安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付事業特別
会計補正予算（第２号）

42号 平成27年度安曇野市一般会計予算

43号 平成27年度安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付事業特別
会計予算

62号 新市建設計画の変更について

63号 安曇野市特別職の職員等の給与等に関する条例の一部を改正
する条例

70号 安曇野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例

71号 安曇野市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部
を改正する条例

総務・財政

陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

1号 老人保健センターの存続を求める陳情書 不採択

陳情

決議
番号 件　　　　　　　名 結果

1号 老人保健センターの存続についての要望書 可決

決議

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

1 号 市長の専決処分事項の指定についての一部を改正する指定に
ついて 可決

2 号 安曇野市議会委員会条例の一部を改正する条例

議員提出議案

安曇野市・松本市山林組合議会議員の選挙 当選

選挙
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○：賛成　　×：反対　　退：退席
議：議長（可否同数以外採決に加わらない）
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議案等
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議案第 3 号 安曇野市職員定数条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 6 号 安曇野市職員の分限に関する手続及び効果に関する条
例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 9 号 安曇野市高齢者集会施設条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 10 号 安曇野市三郷屋内ゲートボール場条例の一部を改正す
る条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 11 号 安曇野市明科総合福祉センター条例の一部を改正する
条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 12 号 安曇野市障害者活動支援センター条例の一部を改正す
る条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 13 号 安曇野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の利用者負担に関する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 14 号 安曇野市保育所条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
議案第 15 号 安曇野市立幼稚園条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第 16 号 安曇野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 17 号 安曇野市介護保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 18 号
安曇野市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備
及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正す
る条例

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 19 号 安曇野市観光宿泊施設条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
議案第 20 号 安曇野市温泉健康交流施設条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
議案第 21 号 安曇野市営住宅条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
議案第 22 号 安曇野市特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
議案第 23 号 安曇野市公民館条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
議案第 24 号 安曇野市学校施設使用条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 25 号 安曇野市郷土資料館条例及び安曇野市穂高陶芸会館条
例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 26 号 貞享義民記念館条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
議案第 27 号 損害賠償規定の見直しに伴う関連条例を整備する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
議案第 42 号 平成27年度安曇野市一般会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
議案第 44 号 平成27年度安曇野市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
議案第 45 号 平成27年度安曇野市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第 46 号 平成27年度安曇野市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
議案第 47 号 平成27年度安曇野市観光宿泊施設特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
議案第 57 号 アルプス保育園建設事業建築主体工事請負契約について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
議案第 62 号 新市建設計画の変更について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 議

議案第 63 号 安曇野市特別職の職員等の給与等に関する条例の一部
を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

陳情第 1 号 老人保健センターの存続を求める陳情書 × × ○ ○ × × × ○ × 退 退 退 退 × ○ ○ × × × 退 ○ ○ × × 議

議案等の賛否一覧（賛否が分かれた事件）

6・12ページへ

堀金支所議場において、最後の審議を行いました
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常任委員会報告

総務委員会環境経済委員会

反対の意見
・平成 28 年度以降の要網やマニュアルの整備がされてから条例改正すべきで、条例改正のみ先

行しての一部改正に反対。

賛成の意見
・感情的に判断されると公平性を失い、対象職員の不利益になる可能性が高いので、条例施行

のための細かな取り決めを早々に行うことで賛成。

反対の意見
・現在の指定管理制度を続ける方向性が妥

だ

当
とう

と考える。現段階では慎重に判断して
反対。

賛成の意見
・宿泊施設を譲渡して行くのは市の方針

だ。経験豊富な適任者に、今後の山岳観
光にふさわしい大天荘の運営を委ねるこ
とに賛成。

反対の意見
・新本庁舎に併せて穂高支所、三郷支所

の改築は、もったいない精神から不必
要だ。財政基金を取り崩して実施する
ことには反対。

・山の日が制定され山岳観光を振興して
いくときに、市は大天荘を手放す方針
である。しゃくなげの湯の建設は、健
康づくりと観光面から二の足を踏む取
り組み、政策に一貫性の欠如を感じ反
対。

賛成の意見
・穂高支所、三郷支所の改築は、地域審

議会で結論が出ている。再三にわたり
検討してきた現段階で反対する理由は
なく賛成。

・地方創生先行型の本予算を最大限に生
かして安曇野市を発信するとともに、
成果に結びついた取り組みを期待し賛
成。

反対の意見
・予算編成に臨時財政対策債を使用し、財政の在り方は

極めて問題がある。新庁舎に係る維持管理費が多く、
今後続く支出を考えると問題であり市民負担を考え
反対。

賛成の意見
・起債の償還には長い時間がかかり、これを平準化し

て 1 年の負担額を少なくする方法で早い時期から市
民サービスができるのが起債のシステムである。新
年度予算の起債額も市民サービスに向けてのもので
あり賛成。

反対の意見
・この計画を見直すなら根本的に財政計画を見直すべきである。市民負担が高くなる

計画には反対。

賛成の意見
・改正案は、歳入の市税などの内容と歳出が実施計画に基づくなど変更になっていて、

具体的に示した改正であり賛成。

常任委員会で　審査しました。常任委員会で　審査しました。

避難小屋として山岳事故へのサポート等、市としての役割に懸
け ね ん

念はないか。

救助においては公・私の施設であるかは関係なく、初動対応は警察も含め、
遭難対策協議会でも対応される。

民間譲渡での、後続者への継続性は契約でうたえるのか。

避難小屋を含めて中長期の経営をしていただくのが大前提。現地は国有地、
新規の経営者は、国の認可を必要とするなかで、環境省、林野庁の信用担
保が図れた。

民間経営が立ち行かなくなった場合どうするか。

所有権が移ってしまえば事業者にどれだけ意見を言えるかは疑問。山岳観
光の重要性は認識している。観光行政の位置づけのなかで、山小屋の再興
には何らかの支援は求められると認識する。

個人番号制度の導入により、
個人番号カードの交付が平成
28 年 1 月から開始される。
平成 28 年度中に予定してい
る、個人番号カードを利用し
た証明書（住民票、印鑑証明
書、戸籍等抄本、戸籍附票）
のコンビニ交付は市外でも可
能か。また、セキュリティー
に問題はないか。

全国のコンビニ約 4 万 6,000
店舗での交付は可能。セキュ
リティーに関しては、データ
通信回線は外部との接触はな
い。通信も暗号化されている。

賛成多数で可決
すべきものと決定

賛成多数で可決
すべきものと決定

賛成多数で可決
すべきものと決定

賛成多数で可決
すべきものと決定

賛成多数で可決
すべきものと決定

議案第６号　

議案第 42号　

議案第 62 号　

職員の降給に関する議案

市政に必要な予算

新市建設計画の変更

安曇野市職員の分限に関する手続き及び効果に関する条例の
一部を改正する条例

平成 27 年度安曇野市一般会計予算（総務委員会所管事項）

新市建設計画の変更について

アルピニストの安全を見守り続けた大天荘が…

支所の整備計画を議論

　議案第 19号　安曇野市観光宿泊施設条例の一部を改正する条例

　議案第 42号
平成 27 年度　安曇野市一般会計予算（環境経済委員会所管事項）

安曇野のアルプスを歩く親子
稜線を目指して

5 月 7 日新本庁舎オープン

答

答

答

答

問

問

問

問
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建設水道委員会

水道事業変更認可申請の中で、旧明科町が生坂村へ
供給していた分も、正式に認可申請を行うのか。
生坂村とは平成 2 年 4 月に分水協定を結んでいる。
水道ビジョンを検討する中で、県から水道用水供給
事業に変更した方が良いのではとのことであるので、
生坂村とは既に話を進めている。

この際、他の簡易水道（3 か所）の統合も進めるのか。

過去に、現状でいくのか統合するかについて聞き取
り調査を行った経緯があるが、今回、再度統合の有
無を協議したい。

福祉教育委員会

反対の意見
・いずれの条例改正も、損害賠償規定についての改正であるが、この部分について、故意であっても過失であっても損害を賠

償しなければならないとすることは、市民の活動を萎
いしゅく

縮させてしまい、これらの施設にはふさわしくないので反対。

賛成の意見
・故意であれ過失であれ、個々の事象や状況により判断されていくもので、この規定は包括的な意味で必要だと判断するので

賛成。

反対の意見
・給食費の値上げ・生活困

こんきゅう

窮者自立支援事業に反対。
・保育園の調理業務・社会就労センターの委託業務に反対。

賛成の意見
・給食費は資材高騰でやむを得ない。生活困窮者自立支援事業は、決して生活保護への道を閉ざすような事業ではない。特に

子ども達に直接支援がおよぶ面では必要と考え賛成。
・委託した事業はいずれも効果を上げて問題はないので賛成。

賛成多数で可決
すべきものと決定

賛成多数で採択
すべきものと決定

賛成少数で否決

議案第 9号　

陳情第１号　

議案第 10号　
議案第 11 号　
議案第 12 号　
議案第 23 号　
議案第 24 号　

議案第 26 号　
議案第 25 号　

市が管理する施設の損害賠償規定についての条例改正

福祉施設として残してほしい

安曇野市高齢者集会施設条例の一部を改正する条例

老人保健センターの存続を求める陳情書

安曇野市三郷屋内ゲートボール場条例の 一部を改正する条例
安曇野市明科総合福祉センター条例の一部を改正する条例
安曇野市障害者活動支援センター条例の一部を改正する条例
安曇野市公民館条例の一部を改正する条例
安曇野市学校施設使用条例の一部を改正する条例

貞享義民記念館条例の一部を改正する条例
安曇野市郷土資料館条例及び安曇野市穂高陶芸会館条例の一部を改正する条例

・しゃくなげの湯の今後の具体的な日程が未定
であること、また、老人保健センターの施設や
機器の老朽化の問題もあり、色々な面で検証し
なければいけない点が多いので、継続審査とし
たい。➡

反対の意見
・５年という存続期間の問題など、色々な意味で議論を深めることが

まだあるのではないかと思う。日程など具体的になっていない中で
は尚早であると思うので反対。

賛成の意見
・老人保健センターの利用に慣れ親しんだ人が、しゃくなげの湯へス

ムーズに移行することを考えれば、５年という期間は必要だと思う。
その間に、安曇野市の重要で大切な資産である温泉を、市民の健康
増進にどう生かしていくかという視点で、これからのしゃくなげの
湯の展開やその他の温泉の活用、また健康増進の面での市の方針等
を見定めていけば良いと思うので賛成。

・老人保健センターは、市の方針である健康長寿のまちづくりにふさ
わしい場所であり、その役割を今までも担ってきた。しゃくなげの
湯への機能移転については、福祉という点で十分納得できる内容が
伝わってこない。福祉の面を充実させていく上での時間が必要かと
思うので賛成。

賛成多数で可決
すべきものと決定

全員賛成で可決
すべきものと決定

全員賛成で可決
すべきものと決定

議案第 42号　

議案第 42 号　

議案第 56 号　

福祉関係の予算について

非常時に備え、真々部配水池に、ろ過装置を設置

水道ビジョン策定に向けた検討を進める

平成 27 年度安曇野市一般会計予算（福祉教育委員会所管事項）

平成 27 年度安曇野市一般会計予算（建設水道委員会所管事項）

平成 27 年度安曇野市水道事業会計予算

真々部配水池ろ過装置の設置は地震の影響か。他の配水
池も、ろ過装置の設置を必要とするのか。
地震の時には、豊科地区 10 か所の井戸がすべて濁った。
特に真々部の 1 号、2 号井戸の濁りがひどく問題がある
と考えた。真々部の容量は 5,000 トンあるが、その内非
常時に活用できる最小量は 2,700 トンと想定され、最短
約 10 時間で配水池の水はなくなる。10 時間では、井戸
の排水洗浄が完了しない恐れがあるため、ろ過装置を設
置することにした。他には設置する計画はない。

見岳町交差点改良事業が大幅に遅れているが、平成 26
年度補正で繰越明許補正されない理由を伺う。
繰越明許とは、年度内の事業完了が困難と見込まれる場
合に、翌年度に繰り越して使用できる予算の特例である
が、平成 25 年度に売買契約締結を行った予算に、明許
費を設定することはできない。従って、平成 25 年 9 月
定例会において、平成 26 年度までの債務負担行為の補
正予算の執行（支出）が、困難であると判断するならば、
契約の解除（支出を行わず）もできるが、本事業の必要
性から事故繰越として扱い、平成 27 年度中には執行し
たい。なお、この事故繰越については、6 月定例会で報
告したい。

安曇野インターの東地区についての計画と、今後のスケ
ジュールについて伺う。
平成 26 年度は農業、工業、商業、観光、居住、公共の
分野で基礎調査・分析を行い、各分野の開発能力につい
て評価した。農業分野の評価が高いという結果が出てい
るが、複合型の土地利用も視野に、まずは区域の設定や
土地利用基本構想を作りたい。

穂高駅前広場整備の内容と今後の予定を伺う。

平成 26 年度は駅前広場の改修の基本設計と実施設計
の予定で進めていたが、ＪＲや地元会議との調整の
中で年度内には終わらないので次年度へ繰り越した。
平成 27 年度の早期には基本設計を完了したい。タク
シー乗り場やバス停の位置などを設計に盛り込み、利
用者の利便性を図りたい。

審査前に委員全員で現地を視察

安曇野インター周辺の土地利用はどうなるか

常任委員会報告

答 答

答

答

答

答

問 問

問

問

問

問

審査を継続したいとする意見
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一 般 質 問

松本広域消防委員会での総務省視察

問
　
松
く
い
虫
被
害
対
策
の
目
標
と
施
策
は
。

市
長　

地
域
に
応
じ
た
対
策
や
駆
除
を
し
、

被
害
の
鎮ち
ん
せ
い
か

静
化
を
図
る
。
各
自
治
体
と
も
共

同
し
取
り
組
む
。

問　

寺
社
林
や
自
宅
林
な
ど
の
枯
れ
た
松
の

伐
倒
処
理
助
成
と
樹
幹
注
入
補
助
事
業
は
。

農
林
部
長　

樹
幹
注
入
の
補
助
率
は
薬
剤
費

用
の
2
分
の
１
。
平
成
27
年
度
に
は
予
防
薬

剤
代
が
補
助
制
度
に
移
行
。
伐
採
等
に
伴
う

経
費
は
2
分
の
１
程
度
の
補
助
に
移
行
。

問　

明
科
押
野
山
の
更
新
伐
事
業
や
豊
科
田

沢
の
森
林
造
成
事
業
の
ア
カ
マ
ツ
の
樹
種
転

換
の
推
進
支
援
を
提
案
す
る
が
。

農
林
部
長　

更
新
伐
や
樹
種
転
換
を
他
の
地

域
で
も
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

問　

危
険
性
が
繰
り
返
し
報
告
さ
れ
て
い
る

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
を
使
用
し
た
農

薬
空
中
散
布
の
検
証
と
今
後
の
見
直
し
は
。

農
林
部
長　

農
薬
の
拡
散
が
ほ
と
ん
ど
な
く

影
響
が
な
か
っ
た
。
十
分
な
配
慮
で
リ
ス
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
実
施
す
る
。

商
業
振
興
の
推
進
を

問　

商
業
振
興
の
推
進
の
目
標
と
施
策
は
。

市
長　

創
業
支
援
や
空
き
店
舗
活
用
を
促
進

し
て
商
店
街
の
空
洞
化
を
防
ぐ
補
助
制
度
を

創
設
し
、
販
路
拡
大
の
支
援
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。
若
者
女
性
起
業
支
援
を
商
業
振
興

に
つ
な
げ
る
。

問　
「
安
曇
野
市
商
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

策
定
を
提
案
す
る
が
。

商
工
観
光
部
長　

市
全
体
の
産
業
に
つ
い
て

振
興
策
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
が
必
要
。
し

っ
か
り
と
し
た
商
業
振
興
策
を
包
含
す
る
。

問　
「
安
曇
野
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」
の
イ
メ
ー

ジ
に
合
う
「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
（
結
婚
）
産
業
の

誘
致
」
を
提
案
す
る
が
。

商
工
観
光
部
長　

貸
衣
装
業
者
、
美
容
院
、

ホ
テ
ル
な
ど
の
各
事
業
者
が
連
携
し
、
個
性

的
な
魅
力
あ
る
取
り
組
み
が
重
要
。
支
援
で

き
る
と
こ
ろ
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
１
日
8
時
間
は
労
働
の
た
め
に
、
次
の

8
時
間
は
休
息
の
た
め
に
、
残
り
の
8
時
間

は
自
分
自
身
の
た
め
に
。働
く
者
の
基
本
だ
。

職
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕

事
と
生
活
の
調
和
）
に
関
し
て
、
労
働
者
保

護
ル
ー
ル
の
改
悪
に
対
す
る
所
見
を
伺
う
。

市
長　

拡
大
解
釈
が
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

保
護
法
の
名
の
も
と
に
労
働
条
件
が
後
退
す

る
こ
と
に
な
れ
ば
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

問　

職
員
の
長
時
間
労
働
（
超
勤
）
が
慢
性

化
し
て
い
な
い
か
。
超
勤
実
態
、
労
働
時
間

管
理
を
お
聴
き
す
る
。

副
市
長　

政
府
・
経
済
界
・
労
働
界
合
意
の

憲
章
に
合
わ
せ
て
み
る
と
若
干
遅
れ
て
い

る
。
市
と
し
て
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
促

進
の
た
め
の
行
動
指
針
づ
く
り
を
喫
緊
に
取

り
組
む
。
部
に
よ
っ
て
は
、
恒
常
的
に
残
業

（
超
勤
）
が
あ
る
。
4
月
か
ら
時
間
の
フ
レ

キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
を
し
な
が
ら
改
善
を

図
っ
て
い
く
。

総
務
部
長　

市
職
員
の
時
間
外
勤
務
は
平
成

23
年
度
は
一
人
月
平
均
33
・
１
時
間
、
24
年

度
は
37
・
8
時
間
、
25
年
度
は
48
・
9
時
間

（
三
郷
地
域
濁
り
水
発
生
対
応
に
よ
り
増
加
）

で
あ
っ
た
。

問　

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
仕
事
へ
の
不
安

は
職
員
の
多
く
が
自
分
の
健
康
と
答
え
て
い

た
。
ま
た
、
精
神
的
病
で
休
ま
れ
て
い
る
実

態
が
あ
る
が
ど
う
考
え
る
か
。

総
務
部
長　

精
神
的
な
不
安
を
抱
え
る
職
員

は
少
し
増
え
て
い
る
。
職
員
課
に
保
健
師
を

配
置
し
、
き
め
細
か
い
相
談
体
制
を
と
っ
て

い
る
。平
成
26
年
度
の
相
談
延
べ
件
数
37
件
。

毎
月
2
回
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
を
開
設

し
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
安
曇
野
市
国
内
友
好
交
流
お
よ
び
国
際

友
好
交
流
の
推
進
事
業
の
補
助
金
拡
大
、

項
目
の
緩
和
等
に
つ
い
て

問　

西
山
山
麓
に
お
い
て
は
猿
・
熊
・
イ
ノ

シ
シ
・
鹿
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
野
生
動
物

か
ら
農
作
物
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

地
元
地
区
の
皆
さ
ん
の
自
力
施
工
と
、
設
置

後
の
修
理
や
維
持
管
理
を
す
る
条
件
で
、
国

の
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
を
利
用

し
、
防
護
柵
設
置
の
協
働
事
業
を
行
っ
た
。

既
に
南
小
倉
区
・
北
小
倉
区
・
田
多
井
区
で

設
置
さ
れ
、
岩
原
区
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

今
後
猿
を
初
め
野
生
動
物
が
、
穂
高
地
域
へ

移
動
す
る
の
で
は
と
考
え
ら
れ
、
隣
の
牧
区

で
は
大
変
心
配
を
し
て
い
る
が
、
予
防
対
策

は
ど
う
す
る
か
。

市
長　

被
害
防
止
対
策
と
し
て
、
獣
害
防
護

柵
設
置
、
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
ク
に
よ
る
猿
の
追

い
払
い
、
猟
友
会
の
協
力
を
得
て
適
正
な
個

体
調
整
、捕
獲
対
策
を
計
画
的
に
実
施
す
る
。

問　

牧
区
へ
の
防
護
柵
設
置
と
モ
ン
キ
ー
ド

ッ
ク
の
維
持
管
理
費
の
増
額
等
の
対
策
は
。

農
林
部
長　

設
置
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
理

解
を
得
て
合
意
形
成
を
図
り
、
設
置
し
て
い

く
。
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
ク
の
維
持
管
理
費
は
継

続
し
て
、
複
合
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

問　

土
地
利
用
制
度
の
見
直
し
を
し
て
、
若

者
が
住
宅
を
建
て
や
す
く
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

市
長　

豊
か
な
自
然
環
境
や
景
観
と
調
和
し

た
田
園
産
業
都
市
を
目
指
し
、
こ
の
形
こ
そ

が
定
住
や
移
住
者
の
確
保
に
つ
な
が
る
も

の
。

問
　
国
民
保
護
法
と
集
団
的
自
衛
権
に
つ
い

て
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　

集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
れ
ば
、
テ

ロ
の
標
的
に
な
る
お
そ
れ
も
あ
る
の
で
、
国

は
慎
重
な
対
応
が
必
要
。
憲
法
3
原
則
の
一

つ
で
あ
る
平
和
主
義
が
崩
壊
し
か
ね
な
い
の

で
、
平
和
憲
法
の
精
神
を
し
っ
か
り
堅
持

し
、
世
界
の
平
和
を
守
る
べ
き
で
あ
る
。
国

民
保
護
法
は
武
力
攻
撃
事
態
で
の
国
民
の
保

護
措
置
を
実
施
す
る
た
め
の
も
の
と
解
釈
す

る
が
、
そ
う
な
れ
ば
戦
争
に
発
展
し
、
物
が

破
壊
さ
れ
生
命
が
奪
わ
れ
る
事
態
が
想
定
さ

れ
る
。

問　

消
防
団
員
は
国
民
保
護
法
に
つ
い
て
具

体
的
に
知
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
団
員
確

保
も
消
防
団
任
せ
で
な
く
、
市
が
対
応
を
。

市
長　

国
民
保
護
法
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
理

解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。
現

状
で
は
、
自
治
会
と
調
整
を
取
り
な
が
ら
団

員
が
勧
誘
を
進
め
て
い
る
。
市
も
、
団
員
の

待
遇
改
善
の
実
施
や
、
Ｊ
Ａ
・
商
工
会
等
へ

適
齢
期
の
職
員
の
入
団
を
依
頼
し
て
き
た
。

国
保
引
き
下
げ
に
つ
い
て

問　

一
世
帯
１
万
円
下
げ
ら
れ
な
い
の
か
。

市
長　

平
成
27
年
度
末
の
国
保
基
金
残
高
は

約
１
億
６
０
０
０
万
円
ま
で
減
少
予
定
。
現

時
点
で
は
引
き
下
げ
で
き
な
い
。

文
化
・
伝
統
に
ど
う
挑
戦
す
る
か

問　

平
成
28
年
度
は
穂
高
神
社
の
御
遷
宮
、

拾
ヶ
堰
開
削
２
０
０
年
、
大
糸
線
開
業
１
０

０
年
等
の
歴
史
の
結け
っ
せ
つ
て
ん

節
点
で
あ
る
。
市
内
の

山
車
、
お
船
を
一
堂
に
集
め
る
な
ど
、
総
合

的
な
事
業
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

安
曇
野
市
の
文
化
的
な
側
面
を
発
信

し
、
新
た
な
安
曇
野
の
魅
力
を
訴
求
す
る
機

会
と
と
ら
え
る
。

商
工
観
光
部
長　

山
車
や
お
船
を
一
同
に
集

め
る
提
案
は
協
議
中
で
あ
る
。
活
気
あ
る
地

域
づ
く
り
に
向
け
取
り
組
み
た
い
。

松くい虫被害木を伐採した豊科の八坂神社

牧区に出没している猿

市政のここが聴きたい！！3 月
定例会

松
く
い
虫
被
害
対
策
の
進
展
は

無
所
属
　
林
　
　
　
孝
　
彦

迫
り
く
る
国
民
保
護
法
―

「
戦
争
す
る
国
」
に
し
な
い
た
め
に

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
　
松
　
澤
　
好
　
哲

市
職
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
て
い
な
い
か

政
和
会
　
内
　
川
　
集
　
雄

西
山
穂
高
地
域
の
野
生
動
物
か
ら
の

農
作
物
被
害
防
止
を

信
誠
会
　
平
　
林
　
　
明

人
口
10
万
人
を
目
指
し
人
口
を
増
や
す
た
め
に

※
一
般
質
問
と
は
・
・
・「
市
政
一
般
に
関
す
る
質
問
」
で
、
議
員
が
市
政
課
題
等
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
行
政
に
質
問
す
る
こ
と
。
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一 般 質 問

広域農道の渋滞状況

問
　
政
府
は
昨
年
末
、
人
口
減
少
社
会
に
歯

止
め
を
か
け
、
地
域
活
性
化
を
目
指
す
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
た
。
そ
の
中
で
各
自
治
体

に
お
い
て
、
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
を
求

め
て
い
る
。
ま
ず
は
総
合
戦
略
の
基
本
デ
ー

タ
と
な
る
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
急
ぐ

必
要
が
あ
る
が
、い
つ
ま
で
に
で
き
る
の
か
。

市
長　

人
口
の
現
状
分
析
を
早
い
う
ち
に
定

義
を
し
た
い
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
将
来
人
口

の
展
望
に
つ
い
て
は
、
12
月
を
め
ど
に
総
合

戦
略
の
策
定
時
期
と
合
わ
せ
て
い
き
た
い
。

問　

地
方
創
生
の
関
連
予
算
と
し
て
、
3
月

補
正
予
算
が
議
決
さ
れ
た
。
国
か
ら
も
平
成

27
年
度
も
引
き
続
き
交
付
さ
れ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
計
画
し
て
い
る
事
業
を
見
な
お
す
な

ど
具
体
策
を
伺
う
。

政
策
部
長　

3
月
補
正
予
算
議
決
の
内
容
が

当
市
に
と
っ
て
す
ぐ
有
効
で
あ
り
、
力
を
入

れ
て
い
く
べ
き
事
業
と
考
え
て
い
る
。

問　

安
曇
野
ら
し
い
戦
略
と
し
て
観
光
が
あ

る
。東
京
都
港
区
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

Ａ
Ｒ
機
能
が
付
帯
さ
れ
て
お
り
、
写
真
に
ス

マ
ホ
を
か
ざ
せ
ば
動
画
が
流
れ
る
。
当
市
も

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
観
光
案
内
板
・
ポ
ス
タ
ー

等
に
す
ぐ
に
利
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

商
工
観
光
部
長　

安
曇
野
の
魅
力
を
発
信
す

る
た
め
に
は
、
必
要
な
ア
イ
テ
ム
だ
と
考
え

る
。
費
用
面
や
ワ
イ
フ
ァ
イ
環
境
な
ど
を
考

慮
し
な
が
ら
検
討
に
入
り
た
い
。

問　

他
の
自
治
体
で
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
で
、
宿
泊
や
お
土
産
な
ど
に
も
利
用

で
き
る
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
。
当
市
も
有
効
と

考
え
る
が
。

商
工
観
光
部
長　

過
去
2
回
の
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
発
行
時
に
も
、
利
用
で
き
る
施
設

と
し
て
、
宿
泊
業
の
方
か
ら
も
登
録
を
い
た

だ
い
た
。
今
回
も
宴
会
等
に
も
利
用
で
き
る

よ
う
温
泉
旅
館
組
合
の
総
会
の
席
に
お
い

て
、
積
極
的
に
呼
び
か
け
を
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

問　

大
天
荘
の
運
営
を
指
定
管
理
者
制
度

（
公
設
、民
営
）か
ら
変
え
る
方
向
で
あ
る
が
、

指
定
管
理
者
制
度
は
平
成
15
年
小
泉
内
閣
の

新
自
由
主
義
政
策
の
も
と
で
地
方
自
治
法
２

４
４
条
を
改
定
し
て
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
制

度
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

市
長　

指
定
管
理
者
制
度
の
目
的
は
民
間
事

業
者
な
ど
が
有
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、
施
設
の
設

置
目
的
を
効
果
的
に
達
成
す
る
と
こ
ろ
に
あ

る
。
こ
の
制
度
で
は
山
小
屋
の
改
修
に
は
市

と
の
協
議
が
必
要
と
な
り
、
現
場
で
の
迅
速

な
対
応
と
い
う
点
で
大
変
懸け
ね
ん念
し
て
い
る
。

問　

大
天
荘
の
民
間
譲
渡
は
、
自
治
体
の
役

割
で
あ
る
安
全
安
心
の
登
山
の
た
め
の
避
難

小
屋
の
提
供
と
、
人
命
救
助
の
拠
点
を
確
保

す
る
点
か
ら
後
退
す
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

経
験
豊
富
な
民
間
事
業
者
へ
の
譲
渡

で
、
所
有
者
と
運
営
者
の
一
体
化
に
よ
り
大

天
荘
の
山
小
屋
と
し
て
の
機
能
を
よ
り
高
め

る
。
中
長
期
的
な
運
営
を
条
件
に
譲
渡
す
る

予
定
で
あ
る
。

問　

山
小
屋
を
持
っ
て
い
る
自
治
体
に
白
馬

村
が
あ
る
。
山
小
屋
の
運
営
は
村
振
興
公
社

に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
観
光
政
策
を
推
進
し
て

い
る
。
市
と
し
て
民
間
譲
渡
で
な
く
振
興
公

社
を
設
立
し
、
市
有
財
産
を
守
っ
て
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
と
山
岳
観
光
を
推
進
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長　

大
天
荘
の
運
営
は
、
登
山
者
が
山
小

屋
に
求
め
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
に
も
、
経
験
豊
富
な
民
間
事
業
者
の
方
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
、
今
か
ら
公
社
を

設
立
し
人
材
育
成
を
し
て
い
く
考
え
は
な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
穂
高
支
所
の
建
替
え
に
つ
い
て
は
地
域
住

民
の
意
向
を
集
約
し
て
決
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

問　

平
成
16
年
よ
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
医
療
従
事

者
で
な
く
と
も
使
用
が
認
め
ら
れ
た
。
国
に

お
い
て
設
置
が
推
進
さ
れ
、
一
般
住
民
が
救

急
現
場
で
使
用
で
き
る
医
療
機
器
と
し
て
普

及
し
て
き
て
い
る
。
当
市
に
お
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
設
置
状
況
を
伺
う
。

政
策
部
長　

公
共
施
設
に
１
０
６
台
設
置
さ

れ
、
貸
し
出
し
用
13
台
と
合
わ
せ
て
１
１
９

台
を
保
有
し
て
い
る
。

問　

学
校
の
よ
う
な
広
い
場
所
で
は
、
複
数

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
が
望
ま
し
い
と
思
う
。
数

が
限
ら
れ
る
な
ら
、
効
果
的
な
場
所
に
置
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
。
設
置
場
所
に
つ
い
て

伺
う
。

教
育
部
長　

市
内
17
校
全
て
に
１
台
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
体
育
館
に
設
置
が
4
校
。
玄

関
に
設
置
が
5
校
。
職
員
室
前
廊
下
に
設
置

が
6
校
。
保
健
室
前
廊
下
に
設
置
が
2
校
。

い
ざ
と
い
う
時
に
使
え
る
場
所
に
つ
い
て
、

移
設
等
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問　

小
・
中
学
校
の
学
校
開
放
で
は
、
色
々

な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
が
活
動
し
て
い
る
。

使
用
中
の
緊
急
事
態
の
と
き
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
場

所
が
す
ぐ
に
わ
か
る
よ
う
な
表
示
方
法
に
な

っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
保
健
室
や
職
員
室

の
そ
ば
で
、
鍵
が
か
か
っ
て
い
た
り
し
て
、

取
り
に
行
け
な
い
所
は
あ
る
の
か
伺
う
。

教
育
部
長　

ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
案
内
表

示
が
あ
る
の
は
5
校
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

使
用
す
る
市
民
の
方
に
も
、
設
置
場
所
が
わ

か
り
や
す
い
表
示
の
対
応
を
今
後
進
め
て
い

く
。
学
校
の
安
全
管
理
上
、
職
員
不
在
の
時

は
鍵
を
か
け
る
。
使
用
出
来
な
い
所
は
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
移
設
・
増
設
等
協
議
を
し
て
い
く
。

問　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
店
に
設
置

す
る
よ
う
に
要
望
す
る
が
い
か
が
か
。

政
策
部
長　

費
用
及
び
運
用
方
法
等
を
研
究

し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
子
育
て
応
援
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
配
信
他

問　

広
域
農
道
交
差
点
に
右
折
レ
ー
ン
の
設

置
を
。

都
市
建
設
部
長　

す
べ
て
市
道
と
し
て
管
理

を
し
て
い
る
南
北
の
幹
線
軸
で
あ
り
、
12
時

間
交
通
量
で
１
万
５
０
０
０
台
が
通
っ
て
い

る
。
主
要
交
差
点
へ
の
右
折
レ
ー
ン
の
整
備

は
大
変
重
要
で
あ
る
。
交
差
点
の
ほ
と
ん
ど

が
県
道
と
交
差
し
て
お
り
、
道
路
管
理
者
の

建
設
事
務
所
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

問
　
国
道
１
４
７
号
バ
イ
パ
ス
先
線
計
画

は
。

都
市
建
設
部
長　

東
西
を
結
ぶ
幹
線
軸
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
も
関
係
区
に
説
明
会
を
開
催

し
て
き
た
。
県
で
は
平
成
26
年
度
に
概
略
の

設
計
を
行
い
整
備
効
果
の
検
証
も
実
施
し
て

い
る
。
さ
わ
や
か
信
州
創
造
プ
ラ
ン
の
中
で

も
事
業
化
に
向
け
調
査
の
実
施
を
検
討
す
る

道
路
の
主
要
箇
所
と
位
置
付
け
て
い
る
。

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
に
関
し
て

問　

ほ
場
整
備
烏
川
地
区
に
つ
い
て
。

市
長　

こ
の
地
域
の
景
観
、
自
然
環
境
に
配

慮
し
た
計
画
は
大
切
だ
が
、
本
事
業
に
盛
り

込
む
に
は
時
間
的
制
約
も
あ
り
困
難
で
あ
る
。

農
林
部
長　

本
事
業
で
は
水
路
改
修
、
畦
畔

へ
の
植
栽
等
は
困
難
だ
が
、
市
で
取
り
組
ん

で
い
る
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
の
活

用
が
考
え
ら
れ
る
。
採
択
要
件
は
概
ね
面
積

40�

ha
、
活
動
内
容
は
地
域
資
源
の
基
礎
的
保

全
活
動
で
水
路
、
畦
畔
管
理
等
を
共
同
で
行

う
。
ま
た
地
域
資
源
の
質
的
向
上
を
図
る
遊

休
農
地
の
有
効
活
用
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の
作
成

な
ど
景
観
形
成
を
す
る
共
同
活
動
が
あ
る
。

問　

安
曇
野
が
誇
れ
る
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
の

Ｐ
Ｒ
は
。

商
工
観
光
部
長　

市
に
訪
れ
る
人
の
約
6
割

が
自
然
景
観
を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
市
民
組
織
の
「
安
曇
野
百
選
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
で
は
一
般
か
ら
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

の
写
真
を
公
募
し
、
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
る
。

プレミアム商品券での活性化を望む北アルプスの大天荘

緊急対応に強い味方

市政のここが聴きたい！！3 月
定例会

地
方
創
生
＝
地
方
版
総
合
戦
略
の

策
定
を
急
げ
！公

明
党
　
小
　
松
　
芳
　
樹

広
域
農
道
交
差
点
に

右
折
レ
ー
ン
の
設
置
を

政
和
会
　
黒
　
岩
　
豊
　
彦

大
天
荘
の
民
間
譲
渡
は

慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か

無
所
属
　
荻
　
原
　
勝
　
昭

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
と
設
置
方
法

公
明
党
　
中
　
村
　
今
朝
子

※
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
が
作
成
し
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会
が
編
集
し
て
い
ま
す
。

※
Ａ
Ｒ
機
能
と
は
…
現
実
環
境
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー　
　
　
　

等
を
用
い
て
情
報
を
付
加
提
示
す
る
機
能
。
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一 般 質 問

ハーフマラソン・プレ大会の様子

問
　
増
田
建
設
産
業
（
Ｍ
産
業
）
の
操
業
禁

止
を
求
め
る
裁
判
に
お
い
て
、
被
告
の
Ｍ
産

業
か
ら
提
出
さ
れ
た
上
申
書
に
つ
い
て
、
そ

の
内
容
は
事
実
か
。

市
民
生
活
部
長　

2
月
18
日
に
原
告
市
民
か

ら
の
指
摘
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
上
申
書
の
存

在
を
知
ら
な
か
っ
た
。
上
申
書
に
は
「
増
田

建
設
産
業
の
施
設
の
壁
の
補
強
工
事
に
関
し

て
、
今
後
は
安
曇
野
市
が
窓
口
と
な
り
、
工

事
内
容
を
長
野
技
研
㈱
が
確
認
し
て
い
く
」

と
の
記
載
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は

な
い
。
市
を
含
め
た
双
方
の
認
識
が
確
認
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
上
申
書
が
提
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
非
常
に
遺い
か
ん憾
で
あ
る
。

問　

危
険
な
防
音
壁
に
つ
い
て
、
市
は
Ｍ
産

業
が
補
強
工
事
を
行
い
安
全
な
施
設
に
な
れ

ば
、
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
更
新
を
し

よ
う
と
い
う
考
え
な
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

こ
の
施
設
の
許
可
権
者
は

県
だ
が
、
こ
こ
へ
き
て
様
々
な
事
情
の
変
化

が
あ
り
、
市
と
し
て
県
の
責
任
だ
と
言
い
続

け
る
だ
け
で
い
い
の
か
疑
問
に
感
じ
て
い

る
。
た
だ
し
、
壁
そ
の
も
の
の
安
全
性
が
議

論
さ
れ
て
い
る
中
で
、
補
強
工
事
に
よ
っ
て

不
安
が
払
拭
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に

こ
し
た
こ
と
は
な
い
。

市
長　

当
面
は
許
可
更
新
を
留
保
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
最
終
的
に
は
法
に
従
っ
て
条
件
が

整
え
ば
許
可
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

学
校
給
食
の
地
産
地
消
の
推
進
に
向
け
て

問　

学
校
給
食
理
念
の
中
で
も
と
り
わ
け
重

要
な
地
産
地
消
の
推
進
の
た
め
、
学
校
給
食

（
栄
養
士
）
と
農
家
を
結
ぶ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

農
林
部
長　

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
や
直
売
所
等
に
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
役
割
を
部
分
的
に
お
願

い
し
て
い
る
。
栄
養
士
と
生
産
農
家
が
互
い

に
地
産
地
消
に
向
け
て
、
情
報
収
集
・
交
換

で
き
る
よ
う
農
林
部
と
し
て
も
協
力
し
た
い
。

問　

安
曇
野
の
水
利
事
業
に
対
す
る
所
感
と

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

水
は
農
の
基
、
農
は
国
の
基
で
あ
る

こ
と
を
基
本
に
、
関
係
土
地
改
良
区
の
組
織

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
県
営
、
あ
る
い
は

団
体
営
事
業
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
、
土

地
改
良
施
設
の
保
全
に
努
め
た
い
。

問　

恒
久
的
な
農
業
用
水
の
確
保
を
担
う
土

地
改
良
区
の
組
織
強
化
策
に
つ
い
て
伺
う
。

農
林
部
長　

土
地
改
良
区
の
統
合
・
合
併
が

取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
性
や
水
利

系
統
な
ど
の
単
位
で
、
統
合
整
備
で
き
る
土

地
改
良
区
を
選
択
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進

め
た
い
。

問　

一
級
河
川
犀
川
か
ら
の
取
水
の
安
定
確

保
と
河
床
低
下
防
止
策
は
。

農
林
部
長　

犀
川
・
梓
川
河
床
低
下
防
止
協

議
会
と
し
て
、
千
曲
川
河
川
事
務
所
に
河
床

整
備
を
図
っ
て
い
た
だ
く
旨
の
要
望
を
し
て

い
る
。
更
に
利
水
関
係
部
局
と
協
議
す
る
中

で
方
針
や
方
法
を
検
討
し
た
い
。

高
校
再
編
に
伴
う
農
業
基
幹
校
の
存
続
は

問　

県
教
委
は
平
成
30
年
度
を
目
途
に
第
二

次
高
等
学
校
の
再
編
計
画
を
進
め
て
い
る

が
、
中
信
地
域
に
単
独
で
、
農
業
の
基
幹
校

を
存
続
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

市
長　

私
も
全
く
同
感
で
あ
る
。
農
業
の
み

な
ら
ず
商
業
高
校
も
含
め
て
地
域
校
を
育
成

し
て
い
く
意
味
で
も
、
積
極
的
に
県
教
育
委

員
会
に
要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

松
本
糸
魚
川
高
規
格
道
路
整
備
の
課
題
は

問　

長
野
県
か
ら
ル
ー
ト
案
が
示
さ
れ
る
前

に
、
安
曇
野
市
と
し
て
産
業
振
興
や
観
光
等

の
影
響
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る
べ
き
で

は
。

市
長　

総
論
賛
成
で
あ
っ
て
も
地
域
の
皆
さ

ん
方
の
理
解
を
ど
う
い
た
だ
く
か
が
課
題
で

あ
る
。
そ
の
中
で
安
曇
野
市
の
メ
リ
ッ
ト
が

ど
こ
に
あ
る
の
か
検
討
を
加
え
て
い
く
。

問　

農
協
解
体
や
農
業
委
員
会
改
革
で
安
曇

野
市
の
水
と
緑
、
農
業
は
守
れ
る
の
か
。
農

協
改
革
は
採
択
さ
れ
た
陳
情
に
支
援
を
。

市
長　

農
協
改
革
・
農
業
委
員
会
の
規
制
改

革
は
、
誰
の
た
め
の
改
革
か
、
理
解
に
苦
し

む
。
地
域
農
協
に
自
由
経
営
を
さ
せ
、
農
業

を
成
長
産
業
に
す
る
と
い
う
が
、
農
協
の
課

題
は
多
く
、
地
域
の
混
乱
を
懸け

ね
ん念
す
る
。
地

域
農
協
の
存
在
は
重
要
だ
。
国
は
こ
の
点
を

し
っ
か
り
踏
ま
え
て
ほ
し
い
。
農
業
委
員
会

は
地
域
農
業
の
維
持
発
展
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
。
地
域
の
農
業
者
の
意
向
が
、
委
員

会
を
通
し
て
今
後
の
農
政
に
着
実
に
反
映
さ

れ
る
よ
う
、
慎
重
か
つ
丁
寧
な
審
議
が
必
要

だ
。
農
業
改
革
は
、
農
業
の
振
興
と
農
村
の

発
展
を
目
的
と
す
べ
き
で
、
地
域
に
混
乱
を

招
く
内
容
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

学
校
図
書
館
司
書
を
外
部
委
託
に
す
る
な

問　

総
合
教
育
会
議
の
推
進
、
政
治
介
入
は

し
な
い
方
向
で
や
っ
て
い
く
か
。

市
長　

協
議
・
調
整
は
行
う
が
、
最
終
的
な

執
行
権
限
は
教
育
委
員
会
に
留
保
さ
れ
て
お

り
、
政
治
的
中
立
性
は
十
分
保
た
れ
る
。

問　

学
校
図
書
館
の
実
態
調
査
は
、
学
校
司

書
の
皆
さ
ん
を
不
安
に
し
た
が
外
部
委
託
を

考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

部
内
の
連
携
、
説
明
が
十
分
で
な

か
っ
た
と
い
う
反
省
は
持
っ
て
い
る
。

教
育
部
長　

今
回
は
実
態
調
査
。
こ
れ
で
直

ち
に
外
部
委
託
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

問　

学
校
教
育
の
専
門
職
で
あ
る
学
校
司
書

の
皆
さ
ん
を
正
規
職
員
に
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長　

適
正
な
形
で
の
見
直
し
も
し
て

い
く
予
定
だ
が
、
現
時
点
で
は
正
職
員
の
配

置
は
考
え
て
い
な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
増
田
建
設
産
業
の
上
申
書
等
の
問
題

○
職
員
の
公
金
横
領
や
文
書
偽
造
問
題

問
　
行
政
運
営
で
最
も
重
要
な
マ
ン
パ
ワ
ー

（
人
材
）に
つ
い
て
、職
員
に
活
気
や
輝
き
が

不
足
し
て
い
る
。
旧
町
村
職
員
に
10
万
都
市

の
市
政
に
携
わ
る
人
材
教
育
を
行
っ
て
き
た

か
。
女
性
の
能
力
を
活
か
す
人
材
育
成
は
行

っ
て
き
た
か
。
内
部
牽け
ん
せ
い制
制
度
や
職
場
内

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
図
ら
れ
て
き
た
か
。

市
長　

対
等
合
併
の
難
し
さ
を
感
じ
た
。
職

員
も
旧
町
村
の
壁
を
超
え
る
と
い
う
意
識
が

十
分
で
な
く
、
人
事
で
も
気
配
り
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
合
併
当
初
は
人
材
の
育
成
に

つ
い
て
必
ず
し
も
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

女
性
の
人
材
育
成
は
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
な

か
っ
た
。
今
後
は
行
っ
て
い
き
た
い
。
内
部

牽
制
制
度
に
よ
り
適
正
管
理
を
し
て
い
れ

ば
、
今
年
1
、
2
月
に
発
覚
し
た
職
員
の
不

詳
事
件
は
防
げ
た
可
能
性
が
高
い
と
認
識
し

て
い
る
。
組
織
が
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。

問　

合
併
協
議
会
の
合
意
事
項
に
つ
い
て
取

り
組
み
状
況
を
聞
き
た
い
。

政
策
部
長　

今
全
て
の
項
目
に
つ
い
て
把
握

し
て
い
な
い
。
今
回
全
部
長
に
調
査
依
頼
し

た
。
平
成
27
年
度
末
ま
で
に
報
告
書
を
ま
と

め
市
議
会
お
よ
び
市
民
に
情
報
提
供
し
た
い
。

問　

合
併
協
の
合
意
事
項
で
あ
る
豊
科
南
部

総
合
公
園
総
合
体
育
館
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

教
育
部
長　

公
式
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
も
う
一
度
検
討
し
て
い
る
。

問　

市
長
に
建
設
の
決
断
を
聞
き
た
い
。

市
長　

公
式
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
計
画
を
教

育
委
員
会
で
進
め
て
お
り
、
当
初
計
画
よ
り

遅
れ
て
い
る
が
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

問　

来
年
以
降
の
実
施
や
対
応
を
聞
き
た
い
。

市
長　

来
年
以
降
も
継
続
し
て
進
め
て
い
き

た
い
。
大
勢
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
く
こ

と
を
目
指
し
て
、
5
キ
ロ
と
か
10
キ
ロ
コ
ー

ス
の
設
定
に
つ
い
て
も
検
討
課
題
だ
と
捉と
ら
え

て
い
る
。

地産地消率が高い堀金給食センター河床の安定対策が望まれる一級河川犀川

読書にいざなう学校図書館入口

市政のここが聴きたい！！３月
定例会

Ｍ
産
業
の
一
般
廃
棄
物
処
理
業

許
可
更
新
に
大
き
な
懸け

ね
ん念
材
料

無
所
属
　
小
　
林
　
純
　
子

合
併
10
年
間
の
市
政
運
営
を
問
う

信
誠
会
　
竹
　
内
　
秀
太
郎

安
曇
野
の
農
業
水
利
事
業
の
課
題
と

今
後
の
方
針
は信

誠
会
　
山
　
田
　
幸
　
与

農
協
・
農
業
委
員
会
の
解
体
で
は

安
曇
野
の
農
業
は
守
れ
な
い

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
　
井
　
出
　
勝
　
正

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

犀川本流
矢原堰
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一 般 質 問

新本庁舎の窓口カウンター

問
　
野
外
保
育
へ
の
市
長
の
認
識
は
。

市
長　

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
安
曇
野
市

で
、
野
外
保
育
の
取
組
み
は
多
様
な
体
験
を

通
じ
豊
か
な
人
間
力
を
育
成
す
る
も
の
で
あ

る
。

問　

幼
少
期
に
お
け
る
野
外
活
動
や
自
然
体

験
は
、
全
て
の
子
ど
も
達
に
と
っ
て
必
要
と

考
え
る
。
こ
の
自
然
保
育
の
取
組
み
を
公
立

保
育
園
で
も
展
開
で
き
な
い
か
。
長
野
県
の

信
州
型
自
然
保
育
認
定
制
度
が
始
ま
る
。
特

化
型
と
普
及
型
の
2
区
分
が
あ
り
、
野
外
保

育
の
盛
ん
な
安
曇
野
市
は
、
民
間
で
は
特
化

型
、公
立
で
は
普
及
型
と
し
て
認
定
を
受
け
、

県
下
に
先
駆
け
て
自
然
保
育
の
先
進
地
と
し

て
安
曇
野
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
移
住
促
進
に
も

繋つ
な
げ
ら
れ
る
。
県
の
認
定
制
度
と
連
携
し
、

自
然
保
育
の
安
曇
野
モ
デ
ル
の
確
立
を
提
案

す
る
が
。

福
祉
部
長　

公
立
園
で
の
自
然
保
育
導
入
は

現
状
の
保
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
登
録
可
能

で
あ
る
。
現
場
の
保
育
士
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
を
中
心
に
し
っ
か
り
と
議
論
、検
討
す
る
。

自
然
保
育
が
子
ど
も
の
発
達
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
の
か
検
証
も
必
要
で
、
県
に

対
し
必
要
性
を
働
き
か
け
る
。市
と
し
て
は
、

認
定
登
録
す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
る
。

安
曇
野
の
豊
か
な
水
環
境
を
次
代
に
残
そ
う

問　

安
曇
野
市
の
地
下
水
は
、
質
量
と
も
に

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

こ
と
は
我
々
の
責
務
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
、

扇
状
地
の
上
端
に
あ
る
北
小
倉
の
廃
棄
物
処

理
施
設
は
地
下
水
を
脅
か
す
可
能
性
が
あ

り
、
全
市
的
な
問
題
で
あ
る
。
業
者
の
建
築

廃
材
等
に
重
金
属
や
有
害
な
化
学
物
質
も
含

ま
れ
、
降
雨
に
よ
り
溶
け
出
し
、
土
壌
、
水

質
汚
染
を
引
き
起
こ
す
。
市
は
業
者
の
排
水

処
理
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
る
か
。

上
下
水
道
部
長　

業
者
施
設
は
除
害
設
備
が

つ
け
ら
れ
、
下
水
道
接
続
さ
れ
て
い
る
。
処

理
汚
水
は
全
て
下
水
道
に
排
水
さ
れ
て
い
る
。

問　

安
曇
野
市
公
共
施
設
再
配
置
計
画
基
本

方
針
に
伴
う
再
配
置
計
画
の
策
定
に
向
け
、

重
要
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
何
か
。

市
長　

再
配
置
計
画
は
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
が
重
要
で
地
域
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。

基
本
方
針
は
、
公
共
施
設
の
総
量
縮
減
を

老
朽
度
、
利
用
度
に
よ
る
評
価
方
式
で
資
産

価
値
を
判
断
し
、
人
口
10
万
人
都
市
に
相
応

し
い
施
設
規
模
の
検
討
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
目
的
や
民
間
代
替
可

能
な
施
設
は
、
積
極
的
に
民
間
企
業
に
業
務

を
委
ね
る
こ
と
も
必
要
で
、
将
来
人
口
や
財

政
の
見
通
し
な
ど
長
期
的
な
観
点
に
基
づ
き

大
局
的
見
地
に
立
っ
て
、
財
政
負
担
が
で
き

る
限
り
小
さ
く
な
る
方
法
な
ど
検
討
す
る
。

問　

再
配
置
計
画
と
財
政
計
画
と
の
関
連
性

は
ど
う
な
る
か
。

財
政
部
長　

再
配
置
計
画
は
、
い
わ
ゆ
る
建

物
、箱
も
の
に
関
す
る
計
画
で
あ
る
。
ま
た
、

10
年
以
上
の
長
期
間
の
計
画
と
な
り
、
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
に
そ
ぐ
わ
な
け
れ
ば
、
個

別
の
施
設
の
統
廃
合
は
で
き
な
い
。

財
政
計
画
は
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に

沿
い
、
個
別
、
具
体
的
な
事
業
計
画
を
盛
り

込
み
算
定
し
な
い
と
有
効
な
計
画
に
は
な
ら

な
い
と
考
え
る
の
で
、
再
配
置
計
画
に
沿
っ

た
事
業
を
財
政
計
画
に
生
か
し
て
い
く
。

問　

計
画
を
策
定
す
る
職
員
は
、
建
築
や
設

備
な
ど
専
門
的
な
知
識
と
資
格
を
持
っ
た
職

員
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
。

市
長　

平
成
26
年
4
月
か
ら
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
も
つ
部
署
と
し
て
財
産
管

理
課
施
設
経
営
担
当
を
創
設
し
、
建
築
関
係

の
有
資
格
者
を
配
置
し
て
集
中
的
に
実
施
で

き
る
よ
う
に
し
た
が
、
新
年
度
か
ら
は
、
行

政
改
革
と
施
設
改
革
を
共
に
進
め
る
新
た
な

「
課
」
の
設
置
を
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
適
任
者
が
い
れ
ば
経
験
豊
富
な
専

門
性
を
持
っ
た
民
間
人
の
登
用
も
配
慮
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

想
定
地
震
に
対
す
る
危
機
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長　

糸
魚
川
静
岡
構
造
線
活
断
層
を
震
源

と
す
る
地
震
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
・
福
祉

関
係
機
関
・
地
域
住
民
・
自
主
防
災
組
織
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
平
常
時
か
ら
防
災
対
策

に
取
り
組
み
、
災
害
時
の
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
、
自
助
、
共
助
、
公
助
に
災
害
対
応
力

を
高
め
な
が
ら
連
携
し
、
市
民
の
防
災
意
識

の
高
揚
と
防
災
知
識
の
普
及
、
災
害
時
の
情

報
提
供
、
避
難
誘
導
、
救
護
、
救
援
対
策
な

ど
の
配
慮
が
よ
り
必
要
で
あ
る
。

問　

災
害
弱
者
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

学
校
児
童
や
高
齢
者
の
防
災
に

対
す
る
出
前
講
座
の
実
施
、
防
災
訓
練
の
参

加
の
呼
び
か
け
、
在
宅
の
患
者
の
支
援
者
、

研
修
会
に
職
員
を
派
遣
し
て
、
防
災
に
関
す

る
警
報
、
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

防
災
備
蓄
倉
庫
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

自
分
の
地
域
は
自
ら
守
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
常
に
備
え
は
必
要
で
あ
り
、

有
事
の
際
の
避
難
住
民
へ
の
備
蓄
、
食
料
・

飲
料
水
、
ま
た
生
活
必
需
品
な
ど
備
蓄
倉
庫

に
分
散
備
蓄
を
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
3
年

間
を
か
け
て
11
か
所
に
備
蓄
倉
庫
の
整
備
を

進
め
て
い
く
。

問　

危
機
管
理
の
強
化
と
の
視
点
で
自
主
防

災
組
織
と
消
防
団
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

自
主
防
災
組
織
は
83
区
と
12
団

体
、
計
95
の
組
織
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
各

地
区
で
防
災
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
多
少
防
災
へ
の
意
識
の
温
度
差
が

あ
る
こ
と
を
含
め
て
、
県
か
ら
委
嘱
を
受
け

て
い
る
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
5
人
の
助
言
、

指
導
を
受
け
て
い
き
た
い
。
ま
た
消
防
団
は

地
域
防
災
の
要
で
あ
り
、
災
害
の
発
生
に
備

え
て
自
主
防
災
組
織
と
の
統
一
の
と
れ
た
適

切
な
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

問
　
プ
レ
ミ
ア
ム
分
20
％
付
き
商
品
券
を
発

行
す
る
が
、
多
子
世
帯
、
低
所
得
者
に
対
す

る
特
典
上
乗
せ
等
の
創
意
工
夫
は
。

市
長　

全
戸
に
事
前
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
を
配

付
し
、
高
齢
者
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
に

配
慮
し
た
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
第
二
次
の

募
集
も
検
討
す
る
。
多
子
世
帯
の
方
で
、
も

う
少
し
欲
し
い
と
い
う
方
は
、
そ
の
際
に
も

購
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問　

ふ
る
さ
と
名
物
応
援
事
業
に
つ
い
て
、

地
元
の
中
小
企
業
等
が
、
自
治
体
と
連
携
し

て
地
域
資
源
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
発
信
す
る

取
り
組
み
を
国
が
支
援
す
る
が
、
展
望
は
。

商
工
観
光
部
長　

地
元
産
の
牛
乳
を
活
用
し

た
新
商
品
の
開
発
が
今
年
度
採
択
さ
れ
た
。

更
に
、
蕎
麦
、
り
ん
ご
、
ジ
ャ
ン
ボ
ニ
ン
ニ

ク
に
取
り
組
み
、
り
ん
ご
ナ
ポ
リ
タ
ン
も
お

土
産
と
し
て
展
開
し
て
い
き
た
い
。

問　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
か
け
て
の

親
子
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
拠
点
づ
く
り
は
。

保
健
医
療
部
長　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
、
一
つ
の
窓
口
で
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が

で
き
、
支
援
が
必
要
な
場
合
は
プ
ラ
ン
を
立

て
る
が
、
今
後
体
制
づ
く
り
を
研
究
す
る
。

新
本
庁
舎
に
お
け
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

問　

聴
覚
障
が
い
者
（
高
齢
者
含
む
）
の
た

め
に
、
窓
口
に
手
話
や
筆
談
を
希
望
す
る
耳

マ
ー
ク
の
設
置
、
お
よ
び
防
災
に
つ
い
て
。

そ
の
他
窓
口
で
の
支
援
を
求
め
る
人（
妊
婦
、

障
が
い
者
）
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長　

耳
マ
ー
ク
を
設
置
す
る
。
そ
の

他
の
支
援
と
し
て
は
、
信
州
あ
い
サ
ポ
ー
ト

運
動
と
し
て
、手
助
け
の
意
思
表
示
を
す
る
。

総
務
部
長　

火
災
発
生
時
の
避
難
誘
導
の

際
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
る
が
、
フ
リ

ッ
プ
ボ
ー
ド
等
活
用
し
て
、
職
員
が
介
助
す

る
。

ブルーベリーの摘み取り体験

昨年 11 月 22 日震度 5 強を記録した
白馬村の神城地区

市政のここが聴きたい！！3 月
定例会

信
州
型
自
然
保
育
認
定
制
度
で

自
然
保
育
の
安
曇
野
モ
デ
ル
を

無
所
属
　
増
　
田
　
望
三
郎

地
方
創
生
の
具
体
化
に
向
け
て

公
明
党
　
藤
　
原
　
陽
　
子

公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
重
要
性
と

財
政
計
画
及
び
策
定
担
当

政
和
会
　
坂
　
内
　
不
二
男

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

信
誠
会
　
召
　
田
　
義
　
人

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）



安曇野市議会だより　第 38号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2015 .5 .13AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2015 .5 .13安曇野市議会だより　第 38号
2223

＜内　　容＞
・平成 27年度予算などの議案審議について
・常任委員会から、委員会審査について
・3月定例会の報告を中心に、ご意見を伺います

　皆さんのご参加を
　　　お待ちしております

一 般 質 問

問
　
設
計
監
理
委
託
料
１
６
０
０
万
円
を
か

け
、
本
体
工
事
の
縮
小
、
変
更
で
約
１
億
円

を
圧
縮
で
き
る
と
の
こ
と
だ
が
、
度
重
な
る

物
価
上
昇
で
平
成
26
年
度
予
算
の
建
築
本
体

工
事
費
を
上
回
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。
こ

の
変
更
に
つ
い
て
の
説
明
を
伺
う
。

市
長　

設
計
変
更
の
委
託
料
は
昨
年
12
月
議

会
で
承
認
さ
れ
た
。
費
用
は
確
か
に
高
額
だ

が
、
温
泉
を
活
用
し
市
民
の
福
祉
と
健
康
増

進
、
観
光
振
興
に
寄
与
す
る
施
設
と
い
う
位

置
づ
け
だ
。

問　

福
祉
の
た
め
に
と
い
う
寄
付
金
７
０
０

０
万
円
も
投
入
さ
れ
て
い
る
。
健
康
長
寿
の

ま
ち
づ
く
り
を
第
一
義
的
に
考
え
る
な
ら

ば
、
指
定
管
理
者
制
度
は
な
じ
ま
な
い
が
。

市
長　

指
定
管
理
者
制
度
は
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
利
用
者
の
満
足

度
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
効
率
化
を

図
る
た
め
に
指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
た

い
。

「
改
正
」
介
護
保
険
で
サ
ー
ビ
ス
は

問　

通
所
介
護
、
訪
問
介
護
が
地
域
支
援
事

業
に
移
行
し
て
も
、
質
を
落
と
さ
ず
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
で
き
る
の
か
。

保
健
医
療
部
長　

利
用
者
に
事
業
の
目
的
や

サ
ー
ビ
ス
内
容
、
手
続
き
等
十
分
説
明
し
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
人
に
適
し
た
サ
ー

ビ
ス
利
用
に
つ
な
が
る
よ
う
支
援
す
る
。

問　

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
担
い
手

に
は
ど
の
よ
う
な
団
体
を
考
え
て
お
り
、
サ

ー
ビ
ス
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

保
健
医
療
部
長　

介
護
保
険
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
、
社
協
、
農

協
、
地
区
商
店
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

な
ど
だ
。
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
利
用

者
の
要
望
と
、
調
査
に
よ
る
担
い
手
の
参
入

意
向
を
具
体
化
し
て
い
く
。

新しい議場

市政のここが聴きたい！！3 月
定例会

「
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
」の
設
計
変
更
と

指
定
管
理
の
問
題

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
　
猪
　
狩
　
久
美
子

議会運営委員会 視察報告
2 月 2日	 視察先　東京都多摩市役所
2 月 3日	 視察先　神奈川県横須賀市役所
	 目　的　予算決算特別（常任）委員会の運営方法と市議会
	 　　　　政治倫理条例について先進地に学ぶ

第 2 回

安曇野市 議会報告会

安曇野市議会は、新本庁舎に移転しました

～平成27年3月定例会の議会報告を行います～

日時：5月 22 日（金）午後 7時から 9時まで
場所：安曇野市役所新本庁舎　4階大会議室

　安曇野市議会の議会棟は平成 17年 10月合併以後、堀金支所にありましたが、新本庁舎（豊
科 6000 番地）3階に移転しました。議場、正副議長室、全員協議会室、会派室、議会事務局、
議員控室等です。本会議や各会議の傍聴、請願・陳情等その他で議会棟を訪問される際はお間
違えの無いようにお願いします。

←至松本豊科駅

豊科駅入口

豊科郵便局
安曇野警察署

八十二銀行

JR 大糸線 至大町→

新田

豊科近代美術館
安曇野
赤十字病院 豊科交流学習センター

「きぼう」

長野銀行

ガソリン
スタンド

至
田
沢
駅
↓

国道 147 号

安曇野市役所新本庁舎

多摩市役所の視察

【多摩市】
予算決算特別委員会の委員は議長を除く全議員で構
成される。審議方法はまず総括的質疑を行い、次に歳
入質疑、次に歳出の款別質疑を行った後採決する。ま
た、事務事業評価は、議会基本条例で定められ常任委
員会の 4分科会で選定した評価対象事業について、「事
業評価シート」を作成し分科会の評価と理由、今後の
事業に対する提案までをまとめている。これを決算審
議最終日に委員会全体の評価として、また、本会議最
終日に議会の評価として確定している。この評価を市
長に提出して、次の予算に十分反映させている。

【横須賀市】
予算決算常任委員会による審査は、今まであった所
管委員会に付託された予算決算部分の表決結果が異な
るなどの矛盾をなくし、また、予算・決算審査を同一

議員が行うことで、総合的・一体的な審査の実施が可
能になる。特に丁寧な審査過程は参考になる。なお、
予算決算は予算決算常任委員会が審査するため、他の
常任委員会への付託議案は、条例、請願、陳情などが
主体になる。会期は 3 月議会が 38 日、9 月議会が 37
日と長くなる。
◆市議会政治倫理条例
両市とも条例化している。多摩市は政治倫理に関す
る事項を調査審議するため、議長の付属機関として「政
治倫理審査会」を設置。委員は、司法関係者 2人を含
め 11 人で構成されていることは参考になる。
◆その他
多摩市では代表監査委員の報告等について議会は質
問できる。議会選出の監査委員への対応は、今後、安
曇野市議会でも検討する必要がある。

【お詫びと訂正】
○ 22 ページ　猪狩議員の写真のキャプション「しゃくなげの湯建設予定地」が落ちてしまいました。
　お詫びして訂正いたします。
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早いもので現在の広報委員で作る議会だよりも

残り2回で終わりとなります。文字を少なく、写真

やイラストを多めにするなど、できるだけ読みやす

く、かつ分りやすい紙面をと委員会内で議論と工夫

を重ねて作ってきました。少しでも議会と市政が市

民の皆さんにとって身近なものになっていたなら作

り手としてこんなに嬉しいことはありません。皆さんの感想をお聞かせください。

政治が身近なものになるということでは、参政権が18歳に引き下げられるようです。若

者が一票を投じたくなるように、明確な材料（議会や議員活動）を日頃から発信することが

大事だと思います。若い世代が政治に関心を持ち、政治参加していきたくなるような議会だ

よりを作りたいと思います。

議会広報特別委員会　副委員長　増田　望三郎

議会広報特別委員会
　委 員 長　坂内不二男
　副委員長　増田望三郎

委員　林　　孝彦　井出　勝正　中村今朝子　山田　幸与
　　　一志信一郎　藤原　正三　内川　集雄　小松　芳樹

発行　長野県安曇野市議会
編集　議会広報特別委員会
印刷　有限会社安曇印刷

気軽にご意見をお聞かせください。
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古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。

議会傍聴へようこそ！

議会からのお知らせ

平成27年安曇野市議会６月定例会は６月1日（月）～６月２5日（木）頃を予定。皆さんの傍聴をお待ちしています。

なお、議会ホームページでは本会議のライブ配信も実施中です！ぜひご覧ください。

※請願・陳情の締切は定例会開会日の１０日前です。それ以降の提出は次の定例会での審議になりますのでご注意ください。

安
曇
野
大
好
き

・5 月 22 日、議会報告会を行
　います　　詳細は 23P へ➡
・ライブ中継・録画配信を開始

・公職選挙法に基づき議員の寄
　附行為の禁止を徹底します
　地域行事、祭りなどへの寄附や差し
入れ、開店祝いや葬儀の花輪、病気見
舞い（親族以外）、中元・歳暮・入学・
卒業祝い、代理出席の場合の結婚祝い・
香典など、議員が寄附行為をすること
は禁止です。

　6月定例会から、本会議の模様をイ
ンターネットを通じてライブ中継・録
画配信を行います。

『寄附行為　しない、させない、求めない』

TEL 0263-71-2156   FAX 0263-71-2150


